
コロナ危機をのりこえ新しい日本の実現を！！ 

                           

 ２０２１年２月２３日 

                                市田 忠義 

１． 菅政権をどうみるか 

（１） 安倍・菅政権によるコロナ対応の 2つの致命的欠陥 

① 科学の無視 

② 「自己責任」のおしつけ 

（２） 声をあげれば、政治は変えられる。 

 

２． コロナ後には、安心して希望をもって暮らせるあたらしい日本を 

    ――「あたらしい日本をつくる五つの提案」（資料参照） 

（１） ケアに手厚い社会を 

（２） 人間らしくはたらけるルールをつくる 

（３） 一人ひとりの学びを保障する社会を 

（４） 消費税を５％に。税金は負担能力に応じて 

（５） 文化・芸術を大切にする国に 

（６） ジェンダー平等社会を 

 

＊政権交代をかちとればすぐ実現できる。野党共闘の現状と展望 

 

３． 日本共産党はどういう党か ――質問にこたえながら。 

（１） 政治の異常なゆがみをただす党 

① 財界・大企業の利益第一 

・ルールなき資本主義 

・ルールある経済社会を 

② 異常なアメリカいいなり政治 

・日米安保条約を廃棄し、真の独立国へ 

 

（２）中国をどうみるか。――『綱領』改訂の重要点 

① 核兵器問題での変質 

② 東シナ海、南シナ海での覇権主義の激化 

③ 人権侵害が深刻化 ――香港、ウイグル自治区など 

④ 人権問題は国際問題 ――国際社会の批判が弱い 

⑤ 社会主義とは無縁、共産党の名に値しない 

⑥ 今後、中国とどう向きあうか 



（３） 資本主義をのりこえた未来社会をめざす 

① 資本主義の本質 ――「利潤第一主義」 

② 人間の持つ潜在的な可能性や、能力・個性が花開く社会 

 

（４） 人生と社会進歩を重ねて生きる生き方を 

① 羅針盤をもった生き方――「生きるに甲斐ある幸福」 

～宮本顕治の獄中からの手紙～ 

② 自分のしあわせとともに、みんなのしあわせを考える 

③ 応援席からグラウンドへ 

④ いまこそ日本共産党へ ――入党したらなにをするのか 

 

 

 

【資料】 「あたらしい日本をつくる５つの提案」（抜粋） 

提案１  格差を正し、暮らし応援第一の政治に 

提案２  憲法を守り 立憲主義を取り戻す 

提案３  言いなり外交やめ 自主独立の平和外交 

提案４  自然と共生する経済社会 

提案５ ジェンダー平等、個人尊重の政治 


